開発基本計画書(案)
「*******　課題名」
（平成　　年　　月　　日提出）
住所
会社名
役職名　代表者　印

※「開発基本計画書」は開発の全体像（目標・マイルストーン、スケジュール、開発経費、開発体制等）を確認するためのものです。

※これに加えて、年度毎に「開発年度計画書」を提出していただきます。ＪＳＴが「開発年度計画書」を承認することによって、貴社が当該年度の開発に着手することができます。

1． 開発の到達点、及び目標と実施構想

（１）-1開発の目的

目的を記載してください（２行程度）。

（１）-2開発の到達点

現時点で想定している、実用化挑戦タイプの終了時における成果を具体的（性能、機能、精度等など定量的な数値も含め）に記載してください（３，４行程度）。

（２）目標と実施構想

開発期間で達成すべき目標、及び実施構想（目標達成のために解決すべき課題、解決策）について簡潔に記載してください。
1 目標： 

問題点：

解決策：

2 目標：

問題点：

解決策：

3 …

注１）目標について：（１）開発の到達点を達成するために必要な具体的な目標を定めてください。

注２）問題点について：目標達成に向け解決すべき課題を記載してください。

注３）解決策について：「問題点」の解決策を記載してください。記載においては、解決策によって目標が達成されることがわかるよう現状と目標を対比しながら明確に記載してください。また、可能な限り、解決策となりうる根拠（予備実験結果・データ等）を示しつつ記載してください。

2． 開発実施内容

「１．（２）目標と実施構想」に記載した目標を実現するために実施すべき開発内容について、期間を区切って記載してください。

必要に応じ、図表を使用してください。

　①　開発項目：　○○○○○○（１－（２）－①関連；対応する目標の項番を記載）

　　　開発実施期間：平成○○年○月～平成○○年○月
　　　担当者氏名･所属：
具体的な開発内容を記載してください。

②　開発項目：　○○○○○○（１－（２）－②関連；対応する目標の項番を記載）
　　　開発実施期間：平成○○年○月～平成○○年○月
　　　担当者氏名･所属：
具体的な開発内容を記載してください。

③＊＊＊に関する技術動向調査（関連項目なし）

　　　開発実施期間：平成○○年○月～平成○○年○月
　　　担当者氏名･所属：
具体的な調査内容を記載してください。

・
・
・
3． 開発実施予定場所　必要に応じて枠を増やしてください。
	実施場所：
	（株）○○○　▽▽▽工場

	所在地：
	

	開発実施場所

の責任者名：
	


	実施場所：
	（株）○○○　××R＆Dセンター

	所在地：
	

	開発実施場所

の責任者名：
	


4． 開発実施体制
（1） 　参加者リスト

開発企業

	  氏名
	  所属、

役職
	役割分担
	エフォート

	○○○○
	○○株式会社　

開発部部長
	企業開発責任者
	○○％

	○○○○


	開発部課長
	総括
	○％

	○○○○


	開発部研究員
	設計、開発
	○○％

	○○○○
	経理課長
	経理
	○％

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


外部協力者

	  氏名
	  所属、

役職
	役割分担
	エフォート

	○○○○
	△△株式会社

製薬開発部部長
	臨床試験計画立案に関する助言
	○○％

	○○○○


	□□研究所
主任研究員
	非臨床試験に関する助言
	○％


再委託先（候補）

	  氏名
	  所属、

役職
	役割分担
	エフォート

	△△△△
	△△大学大学院工学研究科　

教授
	再委託先開発責任者
	□□％

	△△△△
	助教
	
	△％

	△△△△
	ポスドク
	
	△％



（2） 再委託先及び委託業務内容

	再委託先（候補）
	再委託の内容

	
	

	
	


（3） 外注先及び外注内容

	外注先（候補）
	外注の内容

	
	

	
	


※「再委託」とは、開発要素を含む業務（実施機関が行うべき本質的業務を除く）の一部を第三者に委託することです。再委託の実施のためには、ＪＳＴが「開発年度計画書」を事前に承認することが必要です。

※再委託した第三者の行為について、開発実施企業（ＪＳＴからの委託先）は、JSTに対し、全責任を負うことになります。

※開発実施企業が行うべき本質的な業務を第三者に再委託すると、本制度の対象要件に該当しなくなりますので、再委託内容については十分検討する必要があります。
（4） 　開発実施体制図


	




　　　　　　　　　　　　　　　






5． 開発実施予定表
（1） 開発実施予定表　　開発期間　○年○ヶ月
	月
項目
	自社・外注・

再委託
	H○
10
	1
	H○
4
	7
	10
	1
	H○
4
	7
	10
	1
	
	ｎ
	重要

項目
	難易度

(高中低)

	主要設備の据付等
	設備関係
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	○○関係設備（JST支出）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	▽▽関係設備等（自己資金）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	開発項目
	開発項目名
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	1-(1)-①　△△△△△△
	自社
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	低

	
	1-(1)-②　******
	○○大学
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	○
	中

	
	1-(2)-①　非臨床試験
	自社・外注
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	高

	
	1-(2)-②　製剤
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	中

	
	1-(3)-臨床試験（フェーズⅠ）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	○
	高

	
	1-(3)-臨床試験（フェーズⅡa）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	高

	
	・・・・・・
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	中

	
	まとめ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	（創薬分野の場合）開発終了後
	ライセンス契約（○○社）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	中

	
	臨床試験（フェーズⅡb）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	○
	高

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	高

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	上市（H○○年）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	




（ｐ  /    

（２）　チェックポイントの目標及び各機関の役割

	
	目標
	機関名

（自社、外注、再委託）
	各機関の主要な役割

	CP1
	
	・自社
	

	
	
	・○○大学（再委託）
	

	CP2
	
	・××(株)（外注）
	

	CP3
	
	・自社
	

	CP4
(MS)
	
	・自社
	

	
	
	・○○大学病院（再委託）
	

	
	
	・△△CRO（外注）
	


※マイルストーンとして設定されているチェックポイントはその旨を記載してください。
（３）創薬開発終了後

創薬分野の開発の場合、期間終了後における開発やライセンス等（海外を含む）について上市させるまでの戦略を記載してください。

「６.開発経費」は、別ファイル（エクセルファイル）で作成してください。
８．新技術の開発による経済効果 
（1） 推定原価計算書（単位当り）

製品を○○発光ダイオード、＊＊製剤、××分析装置など一般的な表現で示してください。

	
	  eq \o\ad(科目,        )
	  eq \o\ad(数量,        )
	eq \o\ad(単価,          )
	eq \o\ad(金額,        )
	  eq \o\ad(備考,            )
	

	
	○○○○○
○○○○○


	
	
	
	
	

	
	eq \o\ad(製造原価,            )
	
	
	
	
	


　　（注）１．科目は開発実施企業の原価計算方式に合わせて、単位当たり（例えばｔ、台、

　　　　　　個）の金額で記載してください。

　　　　　２．備考欄には出来るだけ算出基礎を記載してください。

　　　　　３．推定原価は、原則として開発成功後１０ケ年間の平均値としてください。

（2） 販売による10ケ年の利益予想表 




 （単位：千円）

	            年 度

    科 目
	１
年度
	２
年度
	３
年度
	４
年度
	５
年度
	6～10年度
	合計
	備考

	売上数量
	
	
	
	
	
	この列は
	
	

	（単価）
	
	
	
	
	
	５年間分を
	
	

	売上高
	
	
	
	
	
	一括合計
	
	

	売上品原価
	
	
	
	
	
	して記入
	
	

	売上総利益
	
	
	
	
	
	
	
	

	販売費、
一般管理費
	
	
	
	
	
	
	
	

	営業利益
	
	
	
	
	
	
	
	

	金利
	
	
	
	
	
	
	
	

	純利益
	
	
	
	
	
	
	
	

	実施料
	
	
	
	
	
	
	
	

	実施料引純利益
	
	
	
	
	
	
	
	


（注）１．年度は開発終了後１年目、２年目の意味です。

２．販売費、一般管理費は開発実施企業の実績比率（例えば売上高に対する比率）により算出しても結構です。
   ３．金利は、開発実施企業の売上高に対する実績比率で算出しても結構です。
   ４．実施料は、売上高×（JST５％＋シーズ所有者○％）で算出してください。
   ５．備考欄には、必要と思われる算出基礎を記載してください。 

９．マイルストーン（中間目標／年度目標）（案）
	項　目

（技術的項目で２～３項目）
	マイルストーン

（中間目標）

（案）
	達成時期
	応募申込者が現在得ているチャンピオンデータ
	備　考

	開発項目：+++++++ 


	MS1：△△の最適化
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


マイルストーン（案）の設定理由：

※開発期間中にマイルストーンを設定いただきます。その達成基準、達成時期を記載してください。

※以下２種類のマイルストーン（中間目標／年度目標）を必ず設定してください。

- 中間目標・・・開発期間全体の中間点、あるいは開発費（JST支出分）執行額が上限額の半分に到達する時期、あるいは開発内容が大きく転換する時期を目安に達成すべき目標を設定

- 年度目標・・・年度毎に少なくとも一つの開発項目について年度末迄に達成すべき目標を設定

※開発計画上やむを得ない場合は、中間目標の時期と年度目標の時期が一致しても構いません。

本支援タイプでは、年度末に開発進捗状況を評価し、開発継続、開発中止（中途終了等）、次年度以降の開発計画の見直しを実施します。開発実施報告書をもとに本目標値の達成状況を評価いたします。

１０．開発目標（案）
	項　目
	目標水準

（案）
	市場が要求している数値
	応募申込者が現在得ているチャンピオンデータ
	備　考

	
	
	
	
	


目標基準（案）の設定理由：

（注）１．現在の研究成果から到達できる見通しについて説明してください（なぜ当該数字にしなければならないか、技術的（性能的）、市場、経済的理由を明記してください。）。
２．ＪＳＴは、開発委託に先立って研究者及び開発実施企業と協議して、開発目標を定めます。開発目標は開発期間中に達成が見込まれ、かつ企業化のためには最低限達成されなければならない技術水準として設定します。

開発目標の設定は、研究者、開発実施企業、JSTで調整することになりますが、その妥当性を検討する上で、申込者の開発目標案、市場要求値、チャンピオンデータをできるだけ判りやすく記載してください。
エフォートは、総合科学技術会議におけるエフォートの定義「研究者の年間の全仕事時間を100％とした場合、そのうち当該研究の実施に必要となる時間の配分率（％）」に従い記入してください。


なお、「全仕事時間」とは研究活動の時間のみを指すのではなく、教育・医療活動等を含めた実質的な全仕事時間を指します。





� eq \o\ac(○,！)�





「（４）開発実施体制図」は、「（１）参加者リスト」とリンクしています。


参加者全員の氏名と役割を明記してください。外注先、再委託先についても記載してください。





開発実施企業





◇◇◇◇


開発管理責任者








○○○○


（□□担当）








○○○○


（□□担当）











○○○○


（□□担当）











○○○○


（□□担当）








再委託（候補）





外注（候補）





（株）○○


動物試験の委託





○○大学


○○技術の確認





7.資金計画 2)使途の内訳 


Ⅰ-1物品費（設備備品費）に記された設備について記載してください。





重要チェックポイント（CP3,・・・）


チェックポイントのうちで特に重要なものをマイルストーンとし、黒塗りで記載し点線を挿入してください。このマイルストーンでは、次の研究開発段階に進むために最低限満たすべき達成基準を設定してください。


○○％以内、□□μm以下等、達成基準を数値で設定して次ページに記載してください。





年度を四半期毎に


区切る





矢印間に相関がある場合には、点線で示してください。





CP1





CP2





CP3





CP4(MS)








開発項目名は、


「開発実施計画書の１の各項目」を簡略化して記入してください。





創薬分野の課題（中小ベンチャー開発含む）は、開発終了後のライセンスアウト、臨床試験の計画を記載してください。それ以外は不要です。





マイルストーン








チェックポイント（CP1、CP2,・・・）


最低でも1年間に１つは設定してください。


時系列順にCP1、CP2,・・・としてください。


次ページに○○％以内、□□μm以下等、数値基準等を記載してください。





重要項目


重要項目とは、本項目の実施に問題がある場合、他の開発項目で成果が得られたとしても、研究開発全体に影響を及ぼし、実行において最も時間的余裕の少ないと考えられるもの


重要項目に「○」を記入してください（複数可）。








